
６2022年（令和4年）7月15日（金曜日）（第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢 葵

茜 穐。。。。。。。。。。。。

，，，，，，，，，，，，

。
。
。
。
。
。
。
。

，
，
，
，
，
，
，
，

第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

　
第

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
が
６
月

日
（
水
）
、

日
（
木
）
に
、
旭
川
市
で
開

催
さ
れ
、

件
の
議
案
と
１
件
の
特
別
提
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
承
認
さ
れ
た

議
案
は
今
後
、
東
京
都
内
で
中
央
要
望
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
懸
案
事
項
の
解
決
に

向
け
て
全
道
の
会
議
所
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
青
年
部
（
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ

・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の
６
月
例

会
が
６
月

日
（
火
）
午
後
６

時

分
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め

て

人
が
参
加
し
た
。

　
本
例
会
は
、
わ
く
わ
く
ワ
ー

ク
委
員
会
（
金
丸
芳
忠
委
員
長
）

の
担
当
で
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
財
の
活
用
で
地
域
づ
く

り
が
変
わ
る
〜
釧
路
を
稼
げ
る

地
域
に
す
る
た
め
に
〜
」
を
テ

ー
マ
に
㈱
電
通
の
統
合
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
森

内
勇
策
部
長
の
ほ
か
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
４
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
人
財
を
招
い
て
行
わ
れ
た
。

　
森
内
氏
は
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
「
釧
路
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

で
、
人
か
ら
人
へ
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
大
事
」
と
述
べ
た
。

　
委
員
会
の
ま
と
め
で
は
、
森

内
氏
ら
５
人
の
協
力
を
得
な
が

ら
地
域
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
人
財
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
稼

げ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
『
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
（
仮
称
）
』
の
設
立
を
計
画

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

養殖事業について解説する戸川氏

開
会
に
あ
た
り
あ
い
さ
つ
す
る
栗
林
会
長

釧路の魅力について話す
森内講師（左）ら
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あいさつする道商連岩田会頭

　
「
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
」

の
作
成
に
あ
た
り
、
該
当
す
る

事
業
所
へ
登
録
内
容
の
確
認
な

ら
び
に
作
成
管
理
運
用
に
係
る

負
担
金
納
入
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
定
商
工
業
者
と
は
、
商
工

会
議
所
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準

（
下
記
①
②
い
ず
れ
か
）
に
該

当
す
る
地
区
内
の
商
工
業
者

で
、
商
工
会
議
所
で
は
、
会
員

・
非
会
員
問
わ
ず
該
当
事
業
所

の
法
定
台
帳
を
作
成
し
、
管
理

運
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
登
録
内
容
の
訂
正
は
お
送

り
し
た
台
帳
の
空
白
部
分
に

記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

）
４
０

０
０
ま
た
は
ご
郵
送
く
だ
さ

い
。
な
お
、
負
担
金
の
納
入
期

日
は
８
月
１
日
（
月
）
ま
で
。

　
【
該
当
基
準
】
①
本
地
区
で

６
カ
月
以
上
引
き
続
き
営
業
所

・
事
務
所
・
工
場
な
ど
を
有
し
、

資
本
金
額
ま
た
は
払
込
済
出
資

総
額
が
３
０
０
万
円
以
上
、
②

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
本

地
区
内
に
常
時
使
用
す
る
従
業

員
数
が

人
以
上
（
商
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
上
）

特
定
商
工
業
者
に
該
当
す
る

商

工

業

者

の

皆

さ

ま

へ

　
当
所
の
水
産
部
会
（
笹
谷
智

貴
部
会
長
）
が
担
当
す
る
議
員

例
会
を
１
日
（
金
）
正
午
よ
り

開
催
し
、
釧
路
市
養
殖
事
業
調

査
研
究
協
議
会
の
檜
森
重
樹
会

長
と
ニ
チ
モ
ウ
㈱
海
洋
事
業
本

部
養
殖
開
発
室
の
戸
川
富
喜
室

長
を
講
師
に
講
演
を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
笹
谷
部
会
長
よ
り

水
産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現

状
に
つ
い
て
述
べ
「
養
殖
は
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
た
選
択
肢

の
１
つ
。
釧
路
の
経
済
界
が
一

体
と
な
っ
て
考
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
檜
森
氏
か
ら
同
協

議
会
の
設
立
の
経
緯
や
主
旨
、

今
後
の
視
察
の
予
定
や
ニ
チ
モ

ウ
㈱
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
養

殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
戸
川
氏
よ
り
『
水

産
養
殖
業
界
の
今
と
釧
路
の
可

能
性
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　
戸
川
氏
は
「
水
産
物
の
需
要

は
２
０
３
０
年
に
約

％
増
加

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
安
定

し
た
漁
獲
量
を
得
ら
れ
る
養
殖

事
業
の
需
要
は
高
く
、
サ
ケ
・

マ
ス
の
需
要
が
伸
び
る
可
能
性

が
大
き
い
。
現
在
の
主
要
原
産

国
で
あ
る
チ
リ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
は
水
温
や
地
理
的
な
要
因
か

ら
今
後
生
産
量
を
大
き
く
伸
ば

す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
」
と
解
説
。

　
ま
た
「
釧
路
は
夏
場
の
水
温

が

℃
を
超
え
な
い
こ
と
や
高

度
な
技
術
を
持
つ
加
工
会
社
や

主
原
料
と
な
る
魚
粉
製
造
工
場

も
あ
る
こ
と
か
ら
サ
ー
モ
ン
養

殖
の
最
適
地
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
述
べ
、
ギ
ン
ザ
ケ
の

養
殖
に
関
す
る
実
証
実
験
を
行

う
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
今
後
は
、
越
夏
試
験
と
し
て

６
月
下
旬
に
サ
ー
ク
ル
生
簀
を

設
置
し
、
７
月
に
ギ
ン
ザ
ケ
の

中
間
種
苗
を
投
入
し
て
養
殖
事

業
を
開
始
、
８
月
か
ら
出
荷
を

開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
３
カ
年
で
養
殖
事
業
の
可

能
性
を
探
る
。

　
釧
路
市
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
（
会
長
・
栗
林
定
正
当

所
会
頭
）
は
６
月

日
（
月
）

に
総
会
を
開
催
し
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
や
今
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　
当
協
議
会
は
、
釧
路
市
の
「
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
関
し
て
意
見
を
出
し
、
市
と

連
携
し
て
策
定
を
進
め
る
た
め

当
所
と
㈱
ま
ち
づ
く
り
釧
路
で

設
置
。
民
間
企
業
や
関
係
団
体

な
ど
が
参
画
し
て
い
る
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
長
が
「
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
や
減
災
へ

の
対
応
な
ど
喫
緊
の
課
題
が

あ
る
。
北
大
通
の
再
構
築
に
つ

い
て
も
連
携
し
意
見
を
出
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
議
事
で
は
、
市
が
同
基
本
計

画
を
「
釧
路
都
心
部
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
関
連
計
画
と
位
置

づ
け
て
策
定
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
市
の
担
当
者
よ
り
同
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
概
要
と
両
計
画

が
連
動
し
た
令
和
６
年
度
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
が
説
明
さ

れ
、
当
協
議
会
と
し
て
も
引
き

続
き
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
と
連
携
し
て

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目
的
に
幅

広
い
年
代
、
立
場
の
人
が
集
ま

る
場
を
設
置
す
る
ほ
か
、
社
会

実
験
実
施
へ
向
け
た
協
力
な
ど

を
行
っ
て
い
く
。

　
全
道
商
工
会
議
所
大
会
は
、

道
内
の
懸
案
事
項
を
協
議
・
検

討
す
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
道
内

商
工

会
議
所
が
一
丸
と
な
り
、
懸
案

事
項
の
解
決
・
実
現
に
向
け
た

決
議
や
、
関
係
機
関
へ
の
要
請

を
行
っ
て
い
る
。

　
本
大
会
は
、

日
（
木
）
午

前
９
時

分
よ
り
開
催
さ
れ
、

全
道
各
地
の
役
員
議
員
２
３
０

人
あ
ま
り
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
北
海
道
商
工
会
議
所

連
合
会
の
岩
田
圭
剛
会
頭
よ
り

「
全
道
商
工
会
議
所
大
会
は
、

２
０
１
９
年
の
千
歳
大
会
以

来
、
実
に
３
年
ぶ
り
の
開
催
で

あ
る
。
本
大
会
の
決
議
事
項
は
、

渋
沢
栄
一
翁
が
商
工
会
議
所
を

設
立
し
た
目
的
の
一
つ
『
商
工

業
の
世
論
』
の
『
北
海
道
版
』

で
あ
り
、
唯
一
の
地
域
総
合
経

済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所

は
、
こ
の
『
旭
川
大
会
の
決
議

事
項
』
を
、
国
や
道
に
お
伝
え

し
、
実
現
を
求
め
る
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
商
工
会
議

所
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
通
じ
て
地
域
経
済
を
支
え
、

北
海
道
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
新

た
な
道
を
切
り
開
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
北
海
道
土
屋

俊
亮
副
知
事
、
北
海
道
経
済
産

業
局
の
前
田
尚
久
総
務
企
画
部

長
、
日
本
商
工
会
議
所
の
荒
井

恒
一
理
事
・
事
務
局
長
よ
り
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
議
事
で
は
議
案

件
と
特
別

提
案
１
件
に
つ
い
て
の
個
別
説

明
を
道
内
各
地
の
商
工
会
議
所

会
頭
が
行
い
、
最
後
に
小
樽
商

工
会
議
所
の
山
本
秀
明
会
頭
が

大
会
決
議
を
読
み
上
げ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、（
一
社
）

地
方
Ｐ
Ｒ
機
構
の
殿
村
美
樹

代
表
理
事
を
招
き
、「
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
」
を
テ
ー

マ
に
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。


